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研究成果の概要（和文）：　本研究は、グローバル化とローカル化の相互作用の理解とそのインターフェースー
スへの介入を図るグローカル・ソーシャルワークの視点と方法から、多文化地域共生社会の構築をめざす実践と
教育のあり方を考究した。フィンランド、韓国などの先進事例を分析するとともに、2020年春からおこった新型
コロナパンデミックの影響を国際チームを組織して検討するとともに、コロナ禍における高齢者施設の対応およ
び外国人介護士への対応可能性をアンケート調査から明らかにした。

研究成果の概要（英文）：　This study examined the practice and education for building a 
multicultural community-based society from the perspective and methods of glocal social work, which 
seeks to understand the interplay between globalization and localization. In addition to analyzing 
advanced cases in Finland, South Korea, and other countries, we organized an international team to 
examine the impact of the COVID-19 pandemic that began in the spring of 2020, and conducted two 
questionnaire surveys to clarify the response of elderly care facilities to the pandemic and the 
possibility of responding to foreign caregivers.

研究分野： 社会福祉
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　急激なグローバリゼーションとともに、少子高齢社会の進展が一層進む日本において、グローバルとローカル
の相互作用をふまえる多文化共生社会の構築にむけたソーシャルワーク方法論の検討は急務である。さらに、
2020年春から拡大した新型コロナパンデミックは、まさにグローカルな視点にもとづく分析と実践を必要とし
た。こうした状況において、理論的、実証的な手法を用いて、国際的なチームとともに高齢者介護の現場におけ
る日本のグローカル・ソーシャルワークの対応と課題を析出した意義は極めて大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 人口減少少子高齢社会が進展する日本において、構造的なケアの担い手不足が見込ま
れるなか、外国人介護職らの本格的な参入も目指されるなど、多様な文化をもつ人々が
ケアしあい、地域で共生する社会の構築が求められている。海外では、かねてより欧州
難民危機などをへて外国人との共生に関する研究や実践が蓄積されつつあるが、グロー
バルとローカルの相互作用を分析概念とするグローカル・ソーシャルワークについての
理論的、実証的な研究は緒に就いた段階である。また、日本においては在住外国人を支
援する体系的な法制度が存在せず、ソーシャルワーク実践の蓄積も極めて限られており、
グローカル・ソーシャルワークの理論的、実践的、実証的な研究の推進が求められてい
る。 
 
２．研究の目的 

上述した研究開始時点での背景に加え、2020 年春から拡大した新型コロナウィルス
のパンデミックは、グローバリゼーションがもたらすローカルな生活問題の拡大をあら
ためて認識させ、在住外国人を含む脆弱な人々の生活困難や社会的排除の問題を顕在化
させた。本研究は、このような現状をふまえ、グローバル化とローカル化の相互作用の
理解とその接点への介入を図るグローカル・ソーシャルワークについて、国外の先進事
例から理論的分析を行う。さらに、国籍や文化を異にする多様な人々がケアしあい、地
域で共生する社会の構築の可能性やその課題を析出するために、外国人介護士らが雇用
されている高齢者施設への質問紙調査から、パンデミックの影響下にある介護現場にお
ける実践課題を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 上記の目的にしたがい、3か年において以下の研究を実施した。 
(1) グローカル・ソーシャルワークの国際動向の分析による理論的研究 

a. フィンランド、韓国の事例から地域における在住外国人支援の実践体系を把握した。 
b. ソーシャルワーク教育の国際動向を把握分析し、日本のソーシャルワーク教育のグロ

－カル化について検討する。 
c. パンデミックの対応における世界各国の現状、ソーシャルワークの取組みをオンライ 

ン会議を通して議論し、その成果を 16 か国の区別報告集にまとめた。さらに、それを    
日本語に翻訳する。 

(2) 高齢者施設におけるグローカル・ソーシャルワークの現状と課題に関する実証研究 
a. 高齢者施設（関東一都６県の老人福祉施設および老人保健施設より無作為抽出、N=1000）

における新型コロナパンデミックの影響および外国人介護士への対応可能性について、
ソーシャルワーカー（相談員）、施設管理者、介護職員等との対比において把握した。調
査は郵送調査により行う。実施時期は 2021 年 2月～3月である 

b. 新型コロナパンデミック下でグローカルな課題に対応する、高齢者施設のソーシャルワ
ーカー（相談員）の現状を、職業生活の質とストレス対処の視点から把握し、看護師、
介護職員等との比較分析を行う。関東一都 6県の介護老人福祉施設 500 か所を無作為抽
出し、郵送法にて実施する。調査実施時期は 2021 年 9 月～10 月である。なお、本研究
はイギリスの研究チームとの共同研究である。 

c. 新型パンデミックにおける欧米および日本を含めた6か国の高齢者ケアの現状と課題に
ついて、韓国で発刊された国際比較シンポジウムの成果を翻訳し、比較分析する。 
 

 
４．研究成果 
(1) グローカル・ソーシャルワークの国際動向の分析による理論的研究 

a.フィンランド、韓国の先進事例からみる地域における在住外国人支援の実践体系 

フィンランドは、欧州難民危機を契機に外国人支援の規模や内容を拡大・進化させ、行政によ

る生活支援、就労支援、約３年間に及ぶ社会統合プログラム提供（すべて原則無料）のほか、NGO・

教会・企業などの民間組織や市民が地域で連携して支援を提供している。これらの支援や活動は、

「相互のインテグレショーン（統合）」を目ざして推進されているのが特徴である。 

 さらに、韓国では外国にルーツをもつ配偶者や外国人労働者の増加を背景に、2008 年に「多

文化家族支援法」を制定し、①国による多文化家族の実態把握に向けた 3年ごとの実態調査、②

社会的差別や偏見を予防するための、多文化家族の理解促進に向けた教育、③多文化家族の構成



員を対象とした生活情報の提供と社会適応教育や職業訓練教育支援、④家族関係構築のための

家族相談や夫婦教育、⑤家庭内暴力防止および被害者に対する保護・支援、⑥産前産後の健康管

理支援、⑦児童の保育及び教育への支援を地方自治体に義務付け、外国にルーツをもつ人やその

家族に対して体系的に支援が提供されている 3)。2019 年の時点で国内に 218 か所の多文化家族

支援センターが設置され、社会福祉士らが支援に従事している。 

 これらの先行事例調査から、筆者らは、多文化地域共生社会の構築にむけて①移住・生活支援、

②日本語・コミュニケーション支援、③介護技術習得支援、④多文化理解・差別・偏見の解消に

むけた支援が、①利用者・家族、②専門職、③行政・法人・企業、④地域住民の四者の有機的な

連携のもとで展開される必要性を提起し、さらに支援の有効性の担保には、グローバルとローカ

ルな双方の要因の理解と、両者の相互作用の理解と働きかけが求められることを示した。 

 

b.ソーシャルワーク教育の国際動向と日本のソーシャルワーク教育のグローカル化 

 2019 年（コロナ前）には、多文化主義が根づくカナダから研究者を招き、国際移住のあり方

について検討するとともに、日本における移住支援の現状を考察した。また、コロナ後はオンラ

インで、2021 年 3 月には中国、韓国の研究者とともにコロナ対応の現状を共有した。また 2021

年度は、国際シンポジウムを同時通訳付きで複数回実施した。2021 年 11 月には、パンデミック

の危機に対応するソーシャルワーク教育の専門家をシンガポール、イタリア、スウェーデンから

招聘し、危機に対応するレジリエントな教育とグローカルな協働について検討した。さらに、

2022 年 1 月には、国際ソーシャルワーカー連盟の欧州、アジア太平洋、日本の代表を招聘し、

国連を舞台とするソーシャルアクションの方法論について議論した。 

 これらの議論を通して、危機の時代においては、グローバルかつローカルな「連帯」が極めて

重要である点を確認した。またオンラインの普及により、新たな研究・教育法が可能となったが、

一方で、オンライン教育の弊害や限界についても議論し、科学的根拠を精査する国際共同研究の

必要性について合意した。またグローバルな課題に対処するために、国連などの国際機関と今ま

で以上に連携し、「誰一人取り残さない」ための政策推進が必要であることが認められた。 

 

c.パンデミックの対応における世界各国の現状とソーシャルワークの取組み 

 パンデミックへの世界各国の対応とソーシャルワークの取組みを、オンライン会議を通して

議論し、その成果を 2020 年 7月に 16 か国の国別報告集にまとめた。さらに、それを日本語に翻

訳し、本研究の HP で公開した。各国それぞれ状況は異なるものの、高齢者の死亡率が高く、貧

困・低所得者、女性、子ども、少数民族、在住外国人、エッセンシャルワーカー等のいわゆる脆

弱な人々への影響が深刻であることが共通して認められた。 

 
（２）高齢者施設におけるグローカル・ソーシャルワークの現状と課題に関する実証研究 

a. 高齢者施設におけるグローバル化の影響に関する調査研究  

関東一都６県の高齢者施設 1000 か所への郵送調査から、新型コロナウィルス・パンデミ

ックの対応と外国人介護士への対応可能性について、施設長、相談員、介護職員の認知を明

らかにした。回収率は、特養 259 名（17.3%）、老健施設 194 名（12.3%）、相談員 188

名 18.8%） 施設長 124 名（12.3%） 介護主任 141 名（14.1％）である。 

 コロナ禍以降の変化では、「面会の制限による利用者家族の不安」が最も深刻な変化とし

てあげられ、続いて、「対人交流の減少による利用者の不安」であった。感染拡大が、①自

分、②利用者、③利用者家族、④回答者の家族、⑤職員、⑥施設・法人に与えた負の影響を



測定すると、「利用者家族」への否定的影響が最も高く、続いて施設・法人への影響が示さ

れた。施設別、職種別に有意差はみられなかった。またこの点数を従属変数として重回帰分

析を実施した結果、いずれに対しても性別と年齢が規定要因となっており、「女性」、年齢が

「若い」者ほど否定的な評価をしていることが明らかになった。さらに、「介護職員の人員

確保困難感」が否定的意識の多様な次元に影響を及ぼしていた。今後、BCP の策定において、

地域を超えた連携体制の確立にむけて国や広域自治体の関与や調整が不可欠になるととも

に、利用者およびスタッフの心身の状態をモニタリングしながら、必要な支援体制を構築し

なければならないことが指摘された。 

次に外国人介護士の雇用について、「雇用している」のは、介護老人福祉施設の「介護（在留

資格）」で 31%が最も多く、次に同じく介護老人福祉施設の「技能実習」で約 22％に及んだ。た

だし、両施設とも、「雇用の予定はない」とする回答が資格の種別を問わず 3割から 4割に及ん

でいること、また「わからない」とする回答も一定割合をしめており、導入について先行きが不

透明な現状がみてとれる。 

 さらに、外国人介護士への対応可能な領域と程度を意識の点からみると、「ある程度対応でき

る」に達していたのは、「日本人職員が外国人介護士に偏見をもつこと」「介護技術の習得」「日

本人職員とコミュニケーションをとること」であり、職場内の日本人の職員との関係性の構築や

介護業務については、ある程度対応できると考えていることが判明した。一方、対応が難しいと

考えている項目は、「家族とのコミュニケーション」「施設外の地域との交流」「宗教的な礼拝な

どの環境整備」といった、施設内業務を超えた交流や生活支援とともに、「入国管理局の業務」

「監理団体への支払い」などの外国人の居住に関する支援、さらに「日本語の記録をとる」こと

であった。対応について、２つの施設種別間で大きな差はみられないが、導入実績のある介護老

人福祉施設の方が、対応可能と回答する割合高い傾向がみられた。一方、3職種別の平均点の差

異をみると、「職場外での地域での交流確保」「日本の職場環境になじむ」「日本職場ルールの順

守」「地域住民による外国人介護士への偏見への対応」等で有意差が認められ、施設長において

対応可能と思う程度が高くなっていた。 

 

ｂ.介護老人福祉施設スタッフの職業生活の質とストレス対処に関する調査研究 

介護老人福祉施設では、新型コロナウィルス感染による重篤化への危険の高い利用者の感染

防止にむけて、施設職員に多大な緊張と業務負担が課せられてきた。本研究は、こうした困難な

状況に、施設職員である生活相談員、看護師、介護職員らがどのように対処し、自身の仕事と生

活の両立に取り組んできたのかを明らかにし、今後の介護老人福祉施設における労働環境、人材

養成、処遇改善および危機管理のあり方を検討することを目的とした。なお、本研究はイギリス・

アルスター大学の Paula McFadden 教授らを中心とする研究チームとの共同研究

（https://www.hscworkforcestudy.co.uk）でる。回収率は、①相談員 238 名（23.8%） ②看

護師 203 名（20.3%） ③介護スタッフ 478 名（19.1％）であった。 

 身近な他者の新型コロナウィルスへの感染状況は、「誰も感染していない」という回答が

５割弱を占めたが、「職員の家族」が約３割にのぼり、「職員」は 27％であった。入所者へ

の感染は約１割であった。一方、感染拡大が理由で離職した職員の有無を尋ねたところ、

92％が「いない」と回答している。 

コロナ禍における職業生活の質を Easton & Van Laar らが開発した WRQOL 尺度で測定し

た結果、平均点が高くなっている項目は、「私はしばしば仕事でプレッシャーを感じる」、「私

は明確な目標を持って仕事ができるようになることを目指している」「私は仕事で自分の能



力を使う機会がある」「私はしばしば職場で過度のストレスを感じる」などであった。一方、

平均点が低い項目は、「ほとんどの点で、私の人生は理想に近い」「私は現時点で気分が良い」

となっている。コロナ禍でプレッシャーとストレスを感じている一方で、明確な目標をもっ

て能力を発揮している点に一定の職務満足を感じている現状がうかがえる。さらに職種別

の差異を検討した結果、4 項目を除く 20 項目で有意差が認められ、そのほとんどで生活相

談員の評価が高いことが明らかになった。 

 また、コロナ禍における仕事上の要請に対する対処を 20項目で尋ねたところ、いずれの

職種も、「私は起こった事実を現実として受け入れる」、「私は自分のおかれた状況でできる

ことに集中してきた」対処が多くなされていた。職種間の差異では手順や戦略を考える対処

では看護師でその頻度が高く、アルコールや他の薬などで気分の調整を図る対処では、生活

相談員の頻度が高くなっていた。「私は起こったことを自分のせいにしてきた」では、介護

スタッフの頻度がやや高くなっており、自分を責めることで対処しようとしている傾向の

あることが懸念された。 

仕事・家庭生活のストレスへの対処方法に関しては、いずれの職種も、「積極的に仕事の

問題は仕事で解決しようとする」、「身体的にも感情的にも仕事の問題は職場で解決する」

「仕事と家庭生活を積極的に切り離そうとする」といった対処行動の頻度が高くなってお

り、仕事とプライベートを切り離すことで、仕事のストレスに対処しようとしていることが

わかった。職種間にも一定の差異が認められ、「仕事とプライベートを切り離す」「仕事に関

するスキルの向上」で、看護師と生活相談員で共に対処の頻度が高い。そのほかは、学習の

機会を探す、リラックスした活動に従事、運動やトレーニングするといった、職場外でスト

レスを解消する対処で生活相談員の頻度が高くなっている。介護スタッフでは、他の職種に

比べて仕事のストレスへの対処の頻度が少ない点が懸念される。 

コロナ禍で業務においていだくバーンアウトについては、いずれの次元においても介護

スタッフの点数が他の２職種を有意に上回っており、介護スタッフのストレスの軽減が、コ

ロナ禍において一層重要になっている点が確認された。 

 

C. 『COVID-19 と世界の高齢者ケア』の翻訳と比較分析 

本報告書は、韓国保健社会研究院が発刊した「国際共同研究および国際シンポジウム：

COVID-19 と世界の高齢者ケア」の日本語訳であり、イングランド、カナダ、アメリカ、スウ

ェーデン、日本、オランダの COVID-19 と高齢者ケアの対応が所収されている。 

 周知のように、高齢者は COVID-19 のパンデミックの最大の被害者であり、高齢者へのケ

アをめぐり世界各国がこれまで体験したことのない危機に直面した。この報告書が執筆さ

れていた 2020 年夏は、当初の混乱が一息ついた頃ではあるが、まだワクチン接種が本格化

しておらず、世界各国が暗中模索の時期にあった。各国の対応で共通していた点は、コロナ

禍以前より、高齢者ケアにおける人材不足、介護従事者の劣悪な労働環境、医療と福祉の連

携不足などの問題を抱えていたことであり、COVID-19 によるパンデミックは、こうした問

題をあらためて顕在化させる契機ともなった。これらの国々のなかで、日本の高齢者施設入

所者の死亡率は相対的に低いが、それはインフルエンザなど従来の感染防止策の蓄積があ

ったことや、地域包括ケアの推進において連携システムがある程度存在していたことであ

ると考えられる。 
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